





Health Education for Junior College Students
一 A Questionnaire Survey about Lifestyle—















































図1に示したとおり,アルバイトの頻度は,「週3日』が33% (n=37),［週4 3」が31% (n 
=35)と多かった。そのうち17% (n=19)は週5 B以上,ほとんど毎日アルバイトをしてい 
た。1Bあたりの労働時間は,「］〜3時間」が7% (n = 8),「3〜5時間」がが64% (n =




が47% (n=63),「6〜7時間」が30% (n ^40),「7〜8時間」が10% (n ^13)であっ 
た。平成23年に実施された社会生活基本調査mによると,15-19歳の平均睡眠時間は7, 42時 
間で2〇〜24歳は7, 56時問で国K平均より睡眠時間が短いことが示唆される。就寝時閒が「22 






























22時以前 1 〇 〇 〇
22-24 時 1 3 11 4
24-25 時 1 21 13 2
25-26 時 3 20 5 2
26時以降 7 3 〇 1
睡眠で充分な休養がとれているかという質問に射して「充分とれている」と回答した学生は 




















朝食を「必ず食べる」と答えた学生は55% (n=74),「週2～3 H食べないことがある」は 
22% (n=30),「週4〜5日食べないことがある」は6% (n = 8),「ほとんど食べない」は 
16% (n=22)であった。夕食に関しては,「必ず食べる」と答えた学生は87% (n=J16),
「週2-3日食べないことがあるJは10% (n=i4),「週4〜5 ロ食べないことがある,1は1% 
(n = 2),「ほとんど食べない」は1% (n = 2)であった(図4参照)。
間食の有無については,「ほぼ毎日する」と答えた学生が50% (n=67),「週2-4 Hする」 
が31% (n=42),「ほどんどしない」が19% (n=25)であり,問食する学生が8割を占めて 
いた個5参照)。
(4)運動












ほぼ毎日する 4 2 〇
3〜5日する 4 〇 〇
1日する 22 5 1
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